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いま、社会で必要となる力とは？

急速なグローバル化や技術革新
将来の変化が予測困難な時代
社会の課題発見と解決に
主体的・協働的・科学的に取り組む力

OECD Data-driven Innovation for Growth and Well-beingデータ
が多種多様な行動・判断を主導し社会の価値を創造する時代

＊データに基づく科学的探求力・課題発見と問題解決力

＊グローバルリーダーのマネジメントと意思決定の高度化
（responsible decision-making:説明責任）

*ITCからIOT；DBからDD（データ駆動型）人材 2



データに基づく
価値創造
サイクル

出典：OECD 
持続的成長と安全/安心で健
康、幸福な社会のための
データ活用サイクル 4

ビッグデータ・オープンデータ

データ分析
ITC活用

新しい・知見・知識の創出
判断・意思決定・提言

課題解決のためのデータ化・
データ収集／ ICT活用



統計学から統計的問題解決・探求力（実践力）の育成へ

＊統計学の知識

記述統計学・推測統計学・多変量解析・データマイニング・

時系列分析・・・

手法を詰め込んでもいざ卒論・・のときには忘れている？

ウロ覚えていても・・・

現実の課題とデータ処理・結果の解釈には

手法のマニュアルのみでは対処できない・・・

統計活用・データサイエンス力は21世紀型スキル 4
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協働的問題解決力（コンピテンシー）は
どうやって育成するのか？

21世紀型FD；Project Kaleidoscope (PKAL) is AAC&U’s STEM higher education reform center

聞いたことはすぐに忘れる／やってみせてもらうと覚えるかも・・／
自分でやったことは理解し忘れない

Constructive, Collaborative and 
Cooperative Learning ModelTransmission Model of Learning

21世紀型

Teacher
モデラー
ファシリ
テーター

21世紀型

Learner
Teacher
知識の
水平展開
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21世紀型FD；Project Kaleidoscope (PKAL) is AAC&U’s STEM higher education reform center

Constructive, Collaborative and 
Cooperative Learning Model

Transmission Model of Learning

21世紀型

Teacher
モデラー
ファシリ
テーター

21世紀型

Learner
Teacher
知識の
水平展開



社会における問題解決の高度化

競争優位

調査レポート 回数、場所、確度？

考察レポート 問題はどこにあるのか？ 何なのか？

対策レポート いま取り急ぎ必要なアクション
は？

基礎統計分析 なぜそれは起きたのか？(原因分析）

予測 この傾向が続けばどうなるのか？

要因分析(予測モデル） この要因を動かせばどうなるの
か？

最適な意思決定 とるべき最適な戦略は？

基礎レポート 何が起っているのか？

基本的な
分析スキル

データ 情報の高度化 戦略

意思決定をサポート 意思決定の科学化

より高度な
分析スキル

レポート
報告



8



解決しなければならない問題とは？

Step１．対象を想定 ？？
Step２．理想やあるべき姿とは ？？
Step３．一方で、現実は ？？
Step４．理想と現実のギャップ！

このモヤモヤ感が

解くべき課題（イッシュー）

データで解ける問題（プロブレム）にする・・・

解決するためのプロセスを考える・・・ 9

出典 e-pocket.com



10提言

平成27年度・
第2回SGH
連絡会

PPDAC部会
報告

(渡辺）
12月2日
筑波大学
東京校舎
資料より
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解決するためのプロセスとは？

統計活用・データサイエンス力は21世紀型スキル
12
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対象（フィールド）の理想像『品質（Quality）』を捉える

健
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体
組
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タ
｜
ン

意
識
・
行
動
変
容

１）品質マネジメントの仕組み
健康の品質とは何か？
経営の品質？ 医療の品質？
行政？ 教育？ 製品の品質

課題発見＝あるべき品質と現状の差
課題解決
＝現状をあるべき品質に近付ける
KAIZEN

２）ターゲットとなる目的指標の明確化
アウトカム(，KPI （評価指標）
品質をデータで測る＝データで解ける問題

３）目的指標の
変動説明要因の探索と原因分析
問題解決＝原因分析（因果分析）

４）因果モデルによるその変動の予測と制御
データに基づく統計モデル

５)分析結果を理解した上での意思決定

統計モデルによる予測と制御
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統計グラフ全国コンクール：総務大臣特別賞
中学3年生の作品 平成24年
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香川県立観音寺第一高等学校理数科
平成27年度SSH高研究発表大会
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サービス・商品等の価値創造のための
問題解決プロジェクト
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なぜ協働的なのか？

問題解決の成否は
分析技術が高度であれば良いということではなく、
分析の前段階

現象への理解と仮説の形成
分析の後段階

現象の文脈に沿った結果の解釈
エビデンスに基づく意思決定の適切性

で決まる。そのため、個人の専門知識で対処より、

情報を他者と共有しながら、議論することを通じて
多様な考えを統合し協働することで、効果的に達
成される。

ICTを活用した科学的・協働的問題解決力の育成
ICTのスキルや数理的・統計的技法などの個別の

方法論の習得に重点が置かれがちになるが、並
行して、科学的（数理的・統計的）および協働的作
業を含めた問題解決の一連のプロセスへの理解

および学生自らが主体的にグループ活動を通して
そのプロセスを具体的に経験するアクティブ・ラー
ニングの機会を設ける必要がある。


